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In this paper, I exam
ine how
 the obisha ritual （







id-1950s to the 
m
id-1960s through the exam




as revealed that the obisha ritual, w
hich is of 
cultural value and thus m
erits attention, continues to be passed dow
n in Sakanao. T
he tim
e period exam
ined in this paper is view
ed by the 
people w
ho live in the area today as the “old obisha” era. A
s such, there is a need to clarify how
 the ritual w
as conducted during this period.
E
xam
ination of a villager’s life story revealed the tw
o follow
ing facts. F
irst, the obisha ritual during this period did not only feature the 
“cerem
ony” that has garnered m
uch attention today but, also, “hospitality” entailing feasts and entertainm
ent. Second, although only m
ale 
head of households w
ere perm
itted to participate in the obisha ritual, there w




ale head of household could also participate in the cerem
ony, albeit indirectly.
It is in these w
ays that the “old obisha” differs from






とめている。 「関東の東部の農村では、俗にオビシャなどと称する、年頭の神事にあたるものが、かなりさかんにおこなわれてきた。 ・ ・ ・ （引用者注：オビシャは）農 の開始にさきだっ あらかじめ弓 引いたものであったといえるであろう」 〔大島、二〇〇二、 一六〕 。　
オビシャ行事は関東地方にみられる年頭の行事であり、関東の多く
の地域社会で盛んに行なわれていた。しかし、現在では行事の存続が危ぶまれている現状がある。と うの 、オビシャ行事が分布するのは首都圏に位置す 地域社会であり、阿南透が指摘する通り 混住化・都市化によって、とくに一九八〇年代以降、著しい変容が生じているからである〔阿南、一九九八、 一四八〕 。　
本稿でとりあげるオビシャ行事は、千葉県栄町酒直地区のムラオビ




年代以降に大きく変容したと語る。そこで本稿では、酒直のムラオビシャが大きな変更を加えられる以前、すなわち、戦後の昭和二十年代から三十 にかけてどのように行なわれてき のかを検討していきたい。この期間は、地元の人びと 「古いオビシャ」が行なわれていたと認識する時 である。（２）ライフストーリーの有効性：茂市さんとムラ ビシャ　
昭和二十年代から三十年代というオビシャの戦後史を明らかにする
ために、本稿では、ある個人 ライフストーリーに注目す 。ここで言うライフストーリー は、 「個人のライフ（人生、生涯 活、生き方）についての口
オーラル














参加したのは、昭和二十三（一九四八）年のことであっ 。それから昭和五十九（一九八四）年まで、サンペイ家を代表して三十六年間オビシャに出席 つづけた。これだけでも長期間にわたる関与だと言えるが、その後もかかわりはつづいた。昭和六十（一九八五）年から平成八（一九九六）年まで氏子惣代、平成九（一九 七）年から平成二十七（二〇一五）年までは責任役員となり、神社役員と う立場オビシャに参加した。つまり茂市さんが行事にかかわった期間は、六十八年の長きにわたる（表１） 。　
第二に、茂市さんが行事に関与したのは、オビシャ行事が大きく変







昭和23（1948）年 後藤利治 16歳 初参加
昭和41（1966）年 浅倉勉 34歳 初参加から19年間、昔のままで御奉社祭を行って来た 昭和23年から41年までは大きな変化が
なかった
































平成9（1997）年 大野弘 65歳 神社役員をつとめる
（～平成27年まで） 責任役員をつとめる
平成27（2015）年 後藤良一 83歳 68年間、神社の祭典に関する事をする 引退
聞き取り調査および『奉社記録』をもとに筆者作成
―　　―60
る。したがって多くの場合、就職や結婚などを経験し、三十代になってから初めて出席する。だが茂市さんは、十六歳から行事へ参加することになった。茂市さんが若くして行事に参加するのは、あとで詳しく述べるように、戸主である父の死 深くかかわっている。このように男性戸主がい い場合、オビシャ行事への参加は、どのようになされていたのだろうか。こうした問いに茂市さん 事例 答え くれる意味でも貴重な事例であ　
以上のように、茂市さんという個人の語りに注目することでしか見








御神酒をつぐんですよ。父親に連れて行かれたんです。緊張していましたね。わか ないから。初めてオビシャというものを見るんですから。 「酒つぎはこうやるんだよ」と、教わってはいても、うまく きなくて 親の手を借りてやりましたけどね。
　〔キュウジニンは自分ひとりではなく〕相手と二人いるからね。相手の人は早生まれで、しかもそこの家〔オビシャの当番宿である大野久悦家〕の親戚の子だったですよ。私よりもその子の方が気が利いてね。親戚 家だから 自由に中を歩けるでしょ。私はずいぶん戸惑って、父親に助けてもら 。片方の男の子は気が利いて たから。どうもみじめな思いをしたように、七歳 心のなかで思いましたけどね。
　
これが茂市さんにとって、初めて参加したオビシャの記憶である。
オビシャに参加できるのは各家の戸主だけであり、そこに七歳の男子が二人だけ加わることができた。しかもこの時代、オビシャは集落最重要行事として見られており、厳粛に執り行なわれていた。 のような場に、 ばかり幼子が加わるのだから、緊張感が高まるのも無理のないことだった。現在では少子化が進み、七歳の男子に限定することはでき くなっている。しかしこの時点では キュウジニンの資格をもつのは、 「跡取り息子であ 七歳 長男」だけであった。　
とはいえ、キュウジニンの役目はオヤマ式の酒つぎだけであり、こ







てきた。その人が亡くなったのが真夏だった。当時はハエがいっぱいいたらしい よ。だから食べ物にうつって。それからしばらくして父は腸チフスになった。その秋だから、二、 三ヶ月で亡くなったんですよ。その頃は、よその地域から「酒直には行くな」と言われていた。伝染病（腸チフス）が流行っているからって。うちの父ばかりでなく、何人か病気になられた方がいた。ただ他の方はみんな助 ったんですよね。
　
腸チフスは、明治二十年以降、全国で毎年二万人以上が罹患する病





うことを母が聞いて、会いに行きました。母と私と妹の三人がね、父が病院で布団から顔をあげて るところを、遠くから眺めて。そのとき母は、助からないとは言わなかった。ただ『親父さんに会いに行くべ』って言うから、 『じゃあ行こう』って」 。伝染病に罹患したため、会話を交わすこともできず、ただ遠くからその姿を眺めることしかできなかった。（２）苦しかった家の状況　
茂市さんは自身の半生をふりかえって、つぎのように語っている。
「他の人から見ると、お金の面とか仕事の面、世の中のこと、一番苦労した方ではないかな」 。そのように語る理由はおもに二つに分けられる。一つは、サンペイ家は茂市さんで五代目という若い分家であり、家産が少なかったこと。そしてもう一つは、いま見てきたよう 、幼くして父 病死してしまったからである。順を追って当時の状況をふりかえっ みたい。　
当時のサンペイ家の家産は、田畑を合わせても六反歩ほどであ た




母ひとりになってしまったのである。窮地に陥ったサンペイ家を支えるため、母たけの妹・よねが手伝いに来てくれるようになった。 「叔母さんが色々手伝ってくれ 。嫁入り前だから、当時、十七、 八歳か母と二人で田んぼや畑をやっているのを見ましたね。真っ暗にならないと帰って来ない ですよ、母も叔母さんも」 。　
女手二人での農業は、厳しいものだった。 「 〔その当時の農業は〕稲





ってきたんですよね。近所の後藤良彬さん宅で牛飼ってたのね。そのうちが牛で稲や何かを運んでくれた。ただ一日運搬を頼むと、母は三日働かなくてはいけない。牛は二人前、それからその人が一日来るから一人前で、合わせて三人前。三日も行かなきゃいけないから、仕事が遅れちゃうんだよね。でもそうで しないと稲を持ってこ れないから、やっぱり、ありがたかった すよ。
　
このような厳しい家の状況は、茂市さんのライフコースにも大きな
影響を与えた「昭和十八（一九四三）年に小学校終わって、昭和二十（一九四五）年終戦の年に尋常高等小学校を卒業したら、 『田んぼや畑なんか今やる人いないんだから、高等学校は行かないように我慢しなさい』と母に言われて。 『いいよ 田んぼやるよ』と。学校は好きでした。行きたいなと思いましたけどね、母の気持ちを考えたら、うち我慢するしかな んだとあきらめて。十四歳 ときから家の仕事を手伝いまし 」 。　
このように茂市さんは、苦しい家の状況を目の当たりにし、またそ
の状況を理解しながら、それらを受け入れつつ青年期を過ごしてきた。その当時の本音を、つぎのようにも語っている 「親がしっかりしている人は良いなって、その当時は思ったね。何で俺はこんなに苦労しないといけねぇのかなって、思ったりしましたけど。やっぱり、こういう家に生まれたから仕方な んだというような、あきらめも半分入って頑張んなきゃいけないな、と うこ になったのかな」 。　
では、どのようにして茂市さんは、オビシャにかかわるようになる









か、酒直の会議〔集落全体の寄り合い〕にはよく行きましたよね。〔高等小学校を卒業した〕十四、 五から母が「お前行け」っていうから、母の代りに出ました。大人のなかに、子どもがいるようなもので使い走りさせられたり、 「わからないのか」なんて怒られたり、苦労しました。会議 てもわからないし、行っても発言することはできないから ただ黙っ 聞いているだけ。
　
茂市さんは異例の早さで「地域の仕事」にかかわるようになった。





しばらくし 、オビシャに出るようにと声がかかる。 「昭和二十三（一九四八）年に初めてオビシャに出ました。昭和十三（一九三八）年に父が亡くなって 母は女だからオビシャ 出られない。だからうちでは、昭和十四年から二十二年までは誰も出られな った。高等
科二年が終わり、それからしばらくして、近所のおじいさんに『おう、オビシャに連れていってやるから支度しろ』なんて言われてね」 。　
酒直のムラオビシャは、男性戸主だけが参加できる行事である。そ
のため戸主・寅吉を失ったサンペイ家は、誰もその場に参加することができなかった。茂市さんが父と一緒に参加した、昭和十三年のオビシャを最後に、オビシャに加わるこ はできなくなったのである。だが、 「地域の仕事」に顔を出し、経験を積みはじめた茂市さんを見 、サンペイ家に牛を貸すなど付き合いの深かった後藤良彬さんが、出席するように声をかけた。　
そうして初めて、 「大人」としてオビシャに参加することになる。 「ま



































場に「一座したもの」ではないことだ。オニッキには、儀礼 場にいた七歳のキュウジニンは記されて ない。そ 一方で、昭和十四年から昭和二十二年まで サ ペイ家では誰もオビシャに参加できなかった時期には、母 名がある。さらにはその後、茂市さんがオビシャに出るようになってからも、しばらくの間 母 名が記されており、 「ムラオビシャに参加したもの」と「オニッキ 記されるもの」との間には、大きな隔絶があることがわかる。　
では、 「オニッキに記されるもの」とは、いったい誰な だろうか。
このことについて、茂市さん自身は、サカマイ（酒米）を提供した家の名だと理解して る。かつては秋の収穫のあと、オオドとアイドが枡と叺袋を持って集落内の各家をめぐ 。各家から新米を受け取り、それをもとにオビシャで用い ドブロクを作った。現在でも ビシャの費用を酒米料
0
として各家から集めているのは、その名残りである。




どの家もオビシャのサカマイを負担することができた。そしてオビシャの費用負担をした家が、オニッキに記されるのだという の結果、集落内 総戸が儀礼文書に書上げられることにな 。　
ここまで茂市さんがオビシャに参加するまでの状況を、茂市さん自
身の語りを活かして描いてきた。 そこでつぎに茂市 んが経験した 「古いオビシャ」の様子を明らかにしていこう。茂市さんの言う「古いオビシャ」とは、昭和二十年か 三十代年の、現在のような省略が加えられる以前のオビシャを指している。４．茂市さんが経験した「古いオビシャ」 ： 『素羽鷹神社奉社記録』　
この章では、茂市さんが記録した『素羽鷹神社奉社記録』 （以下、 『奉
社記録』 ）をできるだけ尊重し執筆した。 『奉社記録』は、筆者の聞き書きに際して、昭和二十年代三十年代の「古いオビシャ」が現状よりも、ずっと豊かな内容を含んでいたこ を説明するために、茂市さん自身が整理したものである。この『奉社記録』は、茂市さん自身が見聞きし、実体験 こと、すなわち経験し とだけに依拠 書かれている。 「書かれ 」ではあるが、筆者に「話すため」 基礎資料とし 整理されており、その意味 ライフストーリー 言ってよいものである。　
ただ作成の経緯からわかるように、ひろい読者を想定したものでは






























































































































・小殿頭の荒神社守護者九時に他一名を連れて 名 て 官宅に
行き、 「二番付けに参りました」と申上げる。依頼する神官は、 「二番付け」と言う言葉を聞き、 「承知致しました」と了承 。
　
・十時頃各神社守護者は、徳利に酒 入れ杯 持ち、四五六組の客



























































































































































































げるので、 『ハイ』と大きな声で返事をして下さい」 〔と言う〕 。
　



















































もてなしの過程である〈饗応〉が多く含まれていた。すでに述べたように、酒直のムラオビシャの記録としては、大戦下の一九四三年の堀井論文がある。これと比較した場合、茂市さんのライフストーリーからは、宴席や接待などの〈饗応〉の詳細が明らかになる点で特徴的である。すなわち、堀井論文では、オビシャの〈儀礼〉を中心に記録したのに対し、ライフストーリーからは、戦前からの〈儀礼〉が戦後ほぼそのままのかたちで継承されていたことが明ら になるとともに、現在は失われてしまった〈饗応〉の姿が生き生きと浮 び上 る。このように見ると、た に酒直のムラオビシャは、現在も豊か 〈儀礼〉を伝えてい が その一方で 場面を大きく減らしてきたことがわかる。　
さらに運営の面でも大きな変化がみられた。この時代には、
ャは地域の最重要行事のひとつと位置づけられており、厳粛に執行されていた。そこに参加できるのは、男性戸主 限られ そ 意味でビシャは閉鎖的な行事であるようにも受け止められる。しかし がら、茂市さんのライフストーリーから伺えるのは サンペイ家のように男性戸主が不在となった場合でも、オビシャの儀礼 加える仕組み 作動していたことである。　
現在オビシャに参加することは、それぞれの家の自由意思に任せ






ビシャっていうものは何百年って先祖伝来の継承されてきているものだから、 〔酒直 ムラオビシャは〕酒直にしかないものだから、我々は後世に伝える義務がある。あんまり略してわかんなくなっちゃって いけないし。よそには立派な神様や仏様もお祀りしてあるし、そのために旅行 たりお参りすることもあるけど、酒直にもこれだけ素晴らしい社がいっぱいあるんだから、地元の社を大事 して後世に伝えるようにし 欲し と。頑張ってくださいと（語ってきた） 。
　
この発言には、長らくムラオビシャを見つめてきた人の考えが率直
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